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論文

幼児期の自閉スペクトラム症児及び家族への支援のあり方 
―早期支援プログラムAPPLEの実践をもとに―
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要　旨
近年、就学前の自閉スペクトラム症（ASD）児に対する早期支援が社会的に注目されている。本研

究では、就学前の ASD 児を対象とした早期支援プログラムである APPLE を 1 名の ASD 児に対して
実施した結果を報告する。本プログラムを実施した結果、対象児の共同注意行動及び、言語行動が豊か
になっていく様子が確認された。加えて、対象児の母親において、子ども理解を深めている様子もみと
められた。今後は、対象児を増やした上で APPLE の支援効果を検証していくことが必要である。

キーワード：自閉スペクトラム症　早期支援　APPLE　共同注意　言語行動

１　自閉スペクトラム症の早期支援
自閉スペクトラム症（Autism spectrum disorder: 以下、ASD）とは、社会的コミュニケーション

と対人相互反応の質的障害及び、興味の限局と反復的行動パターンを特徴とする神経発達障害である
（American Psychiatric Association, 2013）。ASD 児は発達の早期から叙述の指差しをはじめとする社
会的な行動が見られにくいということが指摘されている（Dawson, 2007）。加えて、Dawson（2007）
は ASD 児における社会的コミュニケーションの特徴が、社会相互作用における子ども同士の能動的な
関わりを減少させることを指摘している。こうしたことから、近年、ASD 幼児の社会的コミュニケーショ
ンに対する早期支援プログラムの開発が求められている（横山ら , 2019）。

これまで ASD 幼児に対する早期支援プログラムとしては、JASPER をはじめとするいくつかの方法
論が提案されている（Kasari et al., 2006）。それらのプログラムは子どもの自発的な遊びを通して、子
どもの社会性を育んでいくというものである。これらの支援プログラムの効果については様々な介入
研究を通して確認されており（Waddington et al., 2021）、我が国の児童発達支援センターをはじめとす
る支援機関でも導入されている（浜田 , 2018）。その一方で、これらの支援プログラムは子どもの社会
性や情動調整を育むことに焦点が当てられているため、ASD 児を育てる親の育児に対する見通しの持
てなさや、不安、ストレスについては特に支援方法を提供していない。子どもは日常生活の多くを支援

山口県立大学学術情報　第18号 〔社会福祉学部紀要　通巻第31号〕 2025年 3 月



― 178 ―

幼児期の自閉スペクトラム症児及び家族への支援のあり方―早期支援プログラムAPPLEの実践をもとに―

機関だけでなく家庭において過ごしているため、ASD 幼児の QOL の向上といった側面から考えると、
ASD 幼児のみならず、ASD 幼児を養育する家族に対しても同時に支援を提供するようなプログラムが
望ましいと考えられる。　

ASD 幼児に対する早期支援プログラムのなかで、ASD 幼児と家族を包括的に支援する枠組みとし
て知られているのは FITT（Family Implemented TEACCH for Toddlers）である。FITT は、ASD
幼児と関わっていくために、家族が協力し合う親教育・支援モデルであり、ASD 幼児の社会的スキ
ルの伸長だけでなく、育児ストレスの軽減にも効果的であることが示唆されている（松田ら , 2018）。
ASD 幼児と家族に包括的な支援を提供できるという点で FITT の枠組みは重要な示唆を与えるものの、
FITT には習熟した支援者が 24 回の家庭訪問を行う必要があることから、支援機関において普及させ
ていくのに困難があると考えられる。こうした背景の中、筆者らは ASD 幼児とその家族を対象とした
より簡便に実施できる早期支援プログラムを開発した。

２　自閉スペクトラム症の子どもと親を対象とした早期支援プログラム APPLE の開発
１）山口県立大学社会福祉学部附属子ども家庭ソーシャルワーク教育研究所の取組

令和 5 年 4 月に開所した山口県立大学社会福祉学部附属子ども家庭ソーシャルワーク教育研究所（以
下：研究所）では、子ども家庭福祉に携わる支援者の専門性向上に資する研究や地域課題解決のための
プログラムの開発を行っている。研究所で実施した山口県内の保育現場への調査より、保育所・幼稚園
等に在籍する ASD 幼児の保育を行う保育士・幼稚園教諭が、その保育方法や親への支援に困難を抱え
ていることが明らかになった。こうしたことから、研究所において就学前の ASD 児とその親を対象と
した早期支援プログラムを開発することとした。

２）研究の全体構想
本研究の目的は ASD 幼児の診断後に実施する早期支援プログラムを開発し、ASD の診断を有する

子どもとその家族への支援実践を行うことである。研究への協力が得られた ASD の診断を受けた子ど
もとその保護者を対象に、APPLE を実施した結果をもとに ASD 幼児とその保護者への早期支援のあ
り方を検討した。特に、人とのかかわりや社会的遊びをつくりだす支援を行うことで ASD 児の人との
かかわりの様相の変化に着目して検討する。同時に、ASD 児とその母親への支援を並行して行うこと
の有効性について考察した。その上で、早期支援プログラムの有効性や実現可能性について提案すると
ともに課題について明らかにする予定である。また、支援実践過程から得られた知見を日常的・継続的
に支援を行う児童発達支援センターや保育現場に還元することを最終ゴールとした。

３）ASD 幼児と家庭に対する支援プログラムの開発
冒頭に記した課題を踏まえ、第一著者がこれまで実証的研究として取り組んできた ASD 幼児への支

援プログラム（藤田 , 2001）及び、ASD の障害特性が認められる幼児の発達支援と養育者への面接を
並行して行うプログラム（藤田ら , 2021）をもとに、著者らが所属する研究所で実施するプログラムを
企画し、その有効性や実施可能性について検討することとした。このプログラムを「APPLE（Children 
with Autism、Play and social development、Parental support、Learning from children、Early Sup-
port）」と命名した。
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４）早期支援プログラム APPLE について
① APPLE の支援コンセプト

APPLE（Children with Autism、Play and social development、Parental support、Learning from 
children、Early Support）は、発達初期にある ASD 幼児とその保護者を対象としたプログラムである。
表 1 に APPLE の構成要素と各構成要素の概要についてまとめた。

表 1 APPLE の構成要素と各要素の概要（藤田ら , 2023）
APPLE の 5 要素 各要素の概要

Ⅰ：Children with Autism  自閉スペクトラム症の診断を有する子どもの育ちを支えるための支援
プログラムであること 

Ⅱ：Play and social development  子どもの好きな遊びによりそいながら、人とのかかわりや社会性を育
むためのかかわりを行っていくこと

Ⅲ：Parental support  子どもを育てる親と共に子どもの理解を共有しながら、支援者が親へ
の子育て支援と子育てへの助言を行っていくこと 

Ⅳ：Learning from children  子どもへのかかわりを通して、子どもの姿に学びながら、社会的な遊
びをつくりあげるかかわりを行っていくこと 

Ⅴ：Early Support 
自閉スペクトラム症の診断後、できるだけ早い時期から、人とのかか
わりや社会的遊びをつくりだすかかわりを育てることの必要性を明ら
かにすること 

② APPLE の子どもへのかかわりの方針
APPLE における子どもへのかかわりの方針としては、子どもの遊びに寄り添いながら、子どもの言

動に寄り添い、応答的環境を整える関わりと、人とのかかわりや社会的遊びをつくりだすことを目的と
した意図的な関わりを行う。その上で、特に人とのかかわりや社会的遊びをつくりだすための意図的な
関わりとして、1 対 1 のかかわりにおける「二項関係」及び、「三項関係」をつくる支援を行う。「二項関係」
及び、「三項関係」の成立に欠かすことができない、子どもが興味を示す玩具については、保護者や子
どもが通う保育所から情報を得る。

③ APPLE における家族へのかかわりの方針
APPLE では、子どもとの関わりと並行して母親との面接も実施する。具体的には、子どもとかかわ

りを行う同じプレイルーム内に面接用の机と椅子を設置した上で、母親と斜向かいの位置関係に面接者
が座り、面接を行う。初回のインテーク面接では、子どもの生育歴を聴取した後、KIDS 乳幼児発達スケー
ル（三宅 , 1991）と M-CHAT 乳幼児期自閉症チェックリスト（Robins et al., 2001; Inada et al., 2011）
といったアセスメントを実施する。2 回目以降は、子どもの近況報告を聴取した後、SCERTS で用いら
れる SAP-R（Prizant et al., 2003）を参考に半構造化面接を実施する。面接の間には、適宜、第一著者
と子どもとのかかわりについて、かかわりの意図や ASD 児の行動の背景にある心理、社会性の発達や
言語発達について解説する。また、面接においては母親の子育てに関する悩みや不安を傾聴し、母親の
質問に応答しながら、子育てに対する助言も適宜行う。
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④支援の評価・検討方法
APPLE の評価は、子どもとの関わりの様子を記録したビデオ録画に基づいて行う。具体的には、ビ

デオ録画の中で、子どもの他者に対する注意が見られた場面や他者との共同注意が見られた場面、子ど
もの発話が見られた場面といった、子どもの社会的コミュニケーションと関連する場面に関するエピ
ソード記述を作成する。そして、それぞれのエピソード記述について、子どもの支援者の間で共有し、
子どもの発達や支援の効果について確認する。その際に、母親との面談において得られた子どもの日常
生活における社会的コミュニケーションの様子も参考にする。

３　研究の目的と方法
１）研究の目的
　本研究では、2 歳 0 カ月で ASD の診断を受けた男児 A（以下、A）とその保護者を対象に、1 年 10
カ月間にわたって行なった APPLE の実践をもとに、発達初期にある自閉スペクトラム症とその保護者
への早期支援のあり方を検討することを目的とする。特に、人とのかかわりや社会的遊びをつくりだす
支援を行うことで ASD 児の人とのかかわりの様相の変化に着目して検討する。同時に、A の母親への
支援を並行して行うことの有効性について考察する。その上で、APPLE の有効性や実現可能性につい
て提案するとともに課題について考察する。

２）方法
①対象者

2 歳 0 カ月で自閉スペクトラム症の診断を受けた A とその母親が対象であった。2 歳 2 ヶ月時の初回
セッション時に行なった KIDS 乳幼児発達スケールの結果は、総合発達年齢 1 歳 8 ヶ月であり、表出
言語 1 歳 0 ヶ月、対子ども社会性 1 歳 2 ヶ月であった（発達指数 77）。乳幼児期自閉症チェックリスト
M-CHAT の結果は不通過項目が 8 項目であり、目安となる 3 項目を大幅に上回っていた。

② APPLE における子どもへの関わり及び家族への関わり
　子どもとの関わりは、医療現場で ASD 幼児への個別療育の経験のある第一著者が行った。母親との
面接は、発達心理学を専門とし、発達障害児支援の臨床経験を有する第二著者が実施した。先に述べた
APPLE の方針をもとに、子どもと家族の実態にあわせて柔軟的に行った。対象の子どもＡと母親への
支援期間は、令和 5 年 5 月～令和６年 11 月（A が 2 歳 2 ヶ月～ 3 歳 8 ケ月）までで計 8 回で実施した。
支援の流れは、① A と母親が入室をする。② A と第一著者がプレイルームで一緒に過ごす。その間、
母親と第二著者は同室で面談する。③面談コーナーで支援者と母親と一緒にお茶とおやつを食べる。④
さようならのあいさつ、である。所要時間は１時間としている。

③発達アセスメントと記録及び分析
A の発達アセスメントは、APPLE における A との関わり、保護者との面接、A が利用する保育園

での訪問によって行った。APPLE における支援者と A の関わりの様子はビデオ撮影を行い、子どもの
様子についてエピソード記述を作成した。それらをもとに子どもの人とのかかわりや社会的遊びへの支
援方法のあり方について検討した。また、A が利用している保育所に 5 回、参与観察と保育士からの聴
き取りを行い、A の興味のある遊びや活動やＡが保育士や同年齢の子どもとどのようなかかわりを行っ
ているか把握した。また、保護者からも、A の家庭での様子を聴き取り、好きな遊びや活動、苦手な
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遊びや活動、家族（父、母、祖父母、姉）とのかかわりの様子を把握した。また、研究所で行う他の事
業（わらべうたを導入した親子関係支援プログラム）への参加した際に、A と母親の様子を把握した。
APPLE の実践と並行して、Ａの実態を把握したり、母親から A の様子を聴いたりしながら、包括的な
アセスメントを行った。

④倫理的配慮
　本実践の開始以前に、セッション中の録画データ、セッションの内容に関する記録、心理検査の結果
等を研究データとして収集・使用すること、およびそれらを関連する学会発表や論文投稿を予定してい
ることを説明し、A の保護者から書面にて同意を得た。

４　結果と考察
　令和 5 年 5 月～令和 6 年 11 月までの 1 年 6 か月間、8 回の APPLE の実践における支援者との遊び
場面におけるエピソード記述をもとに回ごとにまとめて考察を行っていく。A の人とのかかわり、共
同注意行動及び言語行動に着目して考察する。加えて、面談時の母親とのやりとりや早期支援プログラ
ムを母親と並行して行うことの効果について考察を行っていく。以下、各セッションにおけるエピソー
ドの概要とその考察を示した。なお、エピソードの概要は点線の枠内に示した。

【#1 （2 歳 2 ヶ月）】　

A はプレイルームに準備していた玩具を自分で選んで遊ぶ。支援者はその遊びを保証しながら関わった。
A が興味をもつもの（小さな玉、玉を落として遊ぶ玩具等）を一緒に見ながら、そばで見守っていたが、
A の視線は玩具やものに向き、支援者の顔をみることはなかった。支援者が、一緒に遊ぼうと介入をすると、
その働きかけに反応する場面はほとんどなかった。しかしながら、A が好きな遊びをしている時や、うま
くいかないなど困った様子が見られた時、支援者がサポートをすることは受け入れてくれた。A が小さな
玉をころがしては走って取りに行く行動を繰り返ししていた時に、遠くに飛んだ玉を支援者がとって A に
わたすと受け取ってくれた。A は支援者の顔を見たり、視線を合わせたりすることは一度もなかった。ま
た、A の発語はほぼ認められなかったが、プレイルームで自由に遊ぶＡの目は輝いていて、好きなおもちゃ
や物とかかわることで、Ａの情緒が安定しているように見えた。

このエピソードでは、好きなおもちゃや活動で遊ぶことのできる A の様子が見られた。大学のプレイ
ルームははじめて来た場所であったが、A は自分でおもちゃなどを選択し、遊ぶことができた。また、
この日、支援者と遊ぶこともはじめてであったが、支援者がＡの遊びを見守り、A の遊びがスムーズに
いくようサポートしたことに対して拒否することもなく、自然に受け入れている様子があった。A のこ
のような様子は、はじめて出会う他者や場所に対する心理的な抵抗感の少なさを表している。その一方
で、A の視線や関心は強く＜もの＞に向けられ、支援者と視線を合わすことは 1 度もなく、言葉も発す
ることはなかった。このような様子は A の他者に対する関心の低さを表していると言えるだろう。

A が活動中に遊びの活動に従事していた様子から、A にとって好きな遊びに夢中になって従事する
ことは、認知、微細運動、粗大運動等の発達を促すだけでなく、情緒的な安定にも繋がっていることが
考えられた。こうしたことから、A が夢中になれる遊びを尊重しながら、A の社会性の発達を促進し
ていく意図的なかかわりをしていくことが重要であることが確認された。
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【#2 （2 歳 4 ヶ月）】

この日は、A が好きな遊びに夢中になることや、A のやりたいことを尊重し、寄り添うことを基本にし
ながら、支援者と A がやりとりできる場面をつくる関わりを意図的にもつようにしてみた。玉を投げては、
走って追いかけていく遊びにしばらくつきあった後、A に玉を入れ物の中に入れるように支援者が見本を
見せて「ここに入れて」と玉をわたすと入れ物に入れることができた。A は支援者から褒められるとよい
表情をして走りまわった。シャボン玉セットを A に見せて、「一緒に遊ぼう」と言って支援者がシャボン
玉を吹くと、「わあ」と声を出してかけよってきた。A に吹かせようとストローをわたすが、A はストロー
を支援者の口に加えさせ、（「やって」）というような表情で支援者の顔を見る。支援者がシャボン玉を吹く
と、A はシャボン玉に顔をよせて笑顔になる。支援者は、こうした A の要求に応えつつ、A との遊びを支
援者自身も楽しみながら A にかかわると、A は声を出して笑った。さらに、机について取り組む活動では、
丸と三角と四角の型はめや、プットイン（玉を穴に入れる課題）をすることができた。

母親から、A が「形」が好きだという話を聞いていたため、形
がはっきりわかる課題を準備したところ、スムーズにはめること
ができた。Ａは、支援者に褒められ、同じ部屋にいた母親にも褒
められ、得意そうな表情をした。お絵描きセットを出すと、自分
で色を選んで、クレヨンを上手にもって真剣なまなざしで線を描
いたり、ぐるぐるとまるく線を描くことができた。この日の A は、
支援者が、「くろでぐるぐる描いたねー」の声に反応して、「くろー」
といったり、自分から「あかー」と自発的に言葉を発する様子も
見られた。

　#2 では、事前に母親から聞いておいた A の好きな遊びや活動を取り入れて、支援者とのやりとりが生ま
れるような働きかけを行った。A は支援者の要求（容器に玉を入れてほしい）、支援者から提案する遊び（シャ
ボン玉、型はめ遊び、お絵描き等）に応じた。このような場面では、A と支援者との間に好きな玩具に対
する共同注意が成立していたといえるだろう。また、褒められたことによって A が楽しそうな表情をした
時は、支援者も一緒に笑顔になるといった、A を賞賛し、A と共に感情を共有できる場面をつくることで、
A の表情が豊かになっているように思われた。また、お絵描きの場面では、A が思う存分に線やなぐり描
きができる環境を準備し、支援者が見守りながら、声かけや一緒に線を描く活動をしたところ、A が言葉
を発した。このように A の好きな活動を尊重することを基盤としつつ、その活動に即した声かけがＡの言
語活動を活発にするのではないかということも考えられた。活動中の A の視線は、ほとんど玩具や物に向
かっていたが、上述したエピソードのように「A―玩具―支援者」といった三項関係の中で共同注意が成立し、
他者と共にいることを意識した行動がみられたことから、A の社会性の発達が芽生えていると考えられた。

【#3 （2 歳 6 か月）】

この日の A も好きな遊びを思い思いにしたり、支援者に要求に応えてもらったりして満足な表情を浮か
べていた。支援者がＡとのやりとりが生まれるように、A の好きな遊びを介してかかわると、目を輝かせ
たり、驚いたような表情をしたり、視線を合わせたりすることもあった。シャボン玉やお絵描き等の A の
好きな遊びを介することで、支援者の顔を見る頻度も増えたように思われた。A がやっている行動を支援
者が模倣しながらかかわると、A は支援者の方をじっと見て不思議そうな表情をした。お絵描き場面では、

「くろ」「あか」「きいろ」「みどり」など、A が最近覚えた色の名前を自発的に発する場面が見られた。また、
支援者が「どんな色が好き？」「あか！」と答えた後、保育所で歌っている歌を繰り返す場面もあった。さ
らに、「しかく」「まる」「だえん」など、好きな形の名前を言葉にして発してくれた。この時、まるでそば
にいる支援者に教えてくれているような表情だったように思われた。
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このエピソードでは、A が支援者と視線を合わせる様子がみられた。A の視線が支援者や母親に向け
られることが何度かあり、他者への関心が高まっている様子がうかがわれた。支援者が A の要求してい
ることと違う反応をしたとき、不思議そうな表情をして支援者を見て、支援者の反応を確かめるような行
動ははじめて見られた。色の名前や形の名前を言う時、支援者に伝えているように感じる場面が何度も
あった。このように自己の振る舞いによって他者がどのような反応をするのかをうかがう様子が見られた。

【#4 （2 歳 8 か月）】

この日も、前回までと同様に A の好きな遊びや活動を尊重しながら、A とのやりとりが生まれるような
働きかけを行った。支援者が、「ここに玉を入れて」や「この課題をやってみよう」等を A にお願いすると、
その要求に応える様子も見られた。A は支援者に褒められると、嬉しそうな表情を浮かべた。A の好きな
ものが入っている透明な容器を支援者に蓋をあけてほしいと、Aが要求した場面も見られた。この場面では、
支援者が「あけて？」と言葉を促すと、A は「あけて」と、はっきり言う様子が見られた。A の「あけて」
の言葉にすぐに応答して、支援者が蓋をあけたところ、A が容器の中の玉を手にして嬉しそうな表情をす
る姿がみられた。支援者から A に玩具を「ちょうだい」というと声は
ないが、全身で「いやだよ」という表現をする様子が見られた。プレイ
マットの遊びの時間終了後、支援者と母親とＡがおやつを一緒に食べる
場面で、支援者や母親と面接をしていた別の支援者が、A に「（おやつを）
ちょうだい」と手を出してお願いすると、「いやだよ」といわんばかり
に手をはらいのけた。支援者らが、何度か、「ちょうだいよー」と言っ
て手をさしのべるが、やはり手をはらいのける。支援者らが手をはらい
のけられ「えー？くれないの？」と悔しそうな顔をすると笑顔になる。
そのやりとりを何度も繰り返すと声を立てて笑う A。そして「楽しいね」
と言わんばかりの表情で母の顔を見る場面が認められた。

　このエピソードにおいては、得意な型はめができた時や支援者の要求に応えた際、他者からの賞賛に
嬉しい表情をするようになった姿が認められた。このような振る舞いは、より他者を意識した行動であ
るとともに、他者との相互的なやりとりをポジティブなものとして捉えるようになったことを示唆して
いる。支援者のことを自身の欲求を満たしてくれる存在である、あるいは自身の要求に応えてくれる存
在であると A がみなしているため、スムーズな「あけて」の模倣につながったのではないかと考えら
れる。

さらに、おやつタイムでは、こうした支援者とのやりとり（ちょうだい－いやだ）の活動を繰り返し楽
しむ表情が見られ、そのことを母親へ視線を向けて伝えることができた。このことは、複数の支援者と A
との間におやつを介した共同注意が成立したというだけでなく、その楽しいやりとりを母親と分かち合い
たいという叙述的な機能を持った共同注意であったと考えられる。ASD 児において叙述的な指差しが見ら
れにくいということは明らかにされているが（Dawson, 2007）、母親との間の愛着関係や支援者との間の
ポジティブな関係性が成立している場合、叙述的な共同注意の成立が芽生える可能性を示唆している。
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幼児期の自閉スペクトラム症児及び家族への支援のあり方―早期支援プログラムAPPLEの実践をもとに―

【#5 （2 歳 10 ヶ月）】　

このセッションでも、好きな遊びを一人で楽しむ姿、支援者に要求を受け入れてもらう姿、支援者から
提案した遊びに一緒に取りくむ姿が見られた。シャボン玉遊びでは、支援者とのやりとりを楽しんでいる
ような表情が見られたり、「あれー？」と声を出したりする場面もあった。＜はらぺこあおむし＞の大型絵
本を自らプレイマットの上に運んできた A は、あおむしの人形を食べ物の穴の中に入れる遊びを楽しそう
にしている。その際、支援者が食べ物の名前を言うと、A は、それにあわせるように絵本中の食べ物の中
に開けられた穴の中にあおむしの人形を入れる。A が手の届かない棚の中の選ぶとき支援者が指さして「こ
れ？」というと「これー」と高い声で答える。A がプレイマットで遊んでいる際、支援者が「かきかきす
る人？」と言いながらお絵描きセットを準備すると、かけよってくる。「すわってください」というと「すわっ
て」と言い、自分から椅子に座ってお絵描きをし始める。その後、型はめ遊びをするＡ。「できたー」と支
援者がいうと誇らしげな顔になって、集中して取り組むＡ。車の型はめをするとき、消防車をみつけて「しょ
うぼうしゃ」と大きな声で言う。「しょうぼうしゃだね」と支援者が応えるともう一度「しょうぼうしゃー」
とさらに大きな声を出して、マットの上に置く。続けて、「タクシー」と声を出して、支援者を見る。支援
者が「タクシー」というとマットの上にタクシーの型を並べる。また、オレンジ色の型はめを型にはめた時、

「オレンジ―」と大きい声をだして、母親のところにその型はめを持っていく。数字の型はめ遊びにおいて
も、「いちー」「さん」「よん」「じゅー」等、言葉を発しながら型をはめていく A。支援者が、A に合わせ
て数字を言ったり、Ａがはめた型を指さしながら、数字を言ったりすると笑顔になる。

【#6（3 歳 0 か月）】

この日は外がとても暑かったので、プレイマットで遊ぶ前に母親とＡに飲み物を準備していた。Ａは、テー
ブルの上に準備していたぶどうの絵が描かれたジュースをみて、「ぶどう」「ぶどう」と何度も言う。「ぶど
うジュースのむの？」と支援者が聞くと、「ぶどうジュース」と言って、椅子に座ってぶどうジュースを飲む。
その後、プレイマットに行き、ままごとのぶどうのおもちゃを手にとって「ぶどう」「ぶどう」と言いなが
ら嬉しそうにかけまわる。支援者が、おままごとセットのかごをとってＡの前に持ってくるとりんごやバ
ナナなどの食べ物をとりながら、かごに片付ける。支援者がおさらを置いたら、そのおさらとぶどうを持っ
て笑顔でマットをかけまわる。

お絵描き場面では「あか」「みどり」という。まるで支援者に教えてくれているような語り口のようだった。
「教えてくれたのね」と支援者がＡに語りかけると、また、「あおー」「あかー」「ピンク」「だいだい」等と
色の名前をはりきって言う。その後、「むらさき」のペンを支援者にわたして、じっと支援者の顔を見たの
で、支援者が画用紙にそのペンで描いてみる。それから支援者にペンをわたして描いてもらうという遊び
を繰り返した。Ａは、何度も支援者の顔を見て視線を合わせ、「描いてほしい」という気持ちを、ペンをわ
たすという行動と視線で伝えてくれたようだ。

車の型はめ遊びでは、支援者が A に型をわたすとき、Ａの視線に入るよう「プップー」と言いながら車
を走らせる真似をした。Ａは、にっこり笑いながら型をとり、はめる。その遊びを繰り返しながら、型は
め遊びをしていたが、Ａが、車の型を手に取り、机の上を走らせたので、支援者が「プップー」「走る、走
る」というと満面の笑みになる。

　これらのエピソードが見られた時期になると、言語活動は活発化し、色や形の名前だけでなく「あ
れー」「これー」といった言葉が、支援者とのやりとりを通して生まれてきた。また、「しょうぼうしゃ」

「タクシー」といった乗り物の言葉、「ぶどう」等の言葉が、玩具を見て言うことができるようになった。
これらの発語があった際、A は支援者の顔を見る行動を示しており、支援者の A や A の遊びに対する
ポジティブな関心が A の言語活動を支えていることがうかがわれた。先行研究において共同注意の成
立が言語活動を促すことが明らかにされているが（Bottema-Beutel, 2016）、このエピソードはこの知見
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をエピソードによって示したものといえるだろう。さらに、支援者が A に働きかける行動を、A はよ
く見ていて、支援者の働きかけに応じる姿は、他者と一緒に遊んでいるように思えた。支援者が、車を
走らせるふりをすると、少し後に支援者の前で同じようにその車を自分も真似して遊ぶという場面も見
られたことから、A の他者に対する関心を高めることは模倣や言語活動の促進につながることも考え
られた。

【#7（3 歳 6 ヶ月）】

A はいつものようにプレイルームで好きな遊びや活動を支援者のかかわりに適宜反応しながら楽しそう
な表情で行う。机の上で行う活動では A の好きな絵本＜はらぺこあおむし＞の型はめを準備し、支援者が
一緒にやろうと働きかけると、型はめ遊びをはりきってする。はらぺこあおむしを手にもって「あおむしー」
と言う。「あおむしだねー」と答えると支援者の顔を見て満足そうな表情をする。絵描きでは、色の名前を
言いながら、クレヨンをもって描く。支援者は A の言動に応答していると、Ａから「きみどり」と言って、
支援者に黄緑のクレヨンを手わたした。支援者は、そのクレヨンを使って紙に「きみどりー」と言いなが
らぐるぐると描いてみたところ、A はきょとんとした表情で支援者を見る。同じフロアにいた母親から、「先
生、A は「きみどり」と文字を書いてほしいのかも？」とアドバイスを受ける。支援者が、紙に＜きみど
り＞と文字を書くと満足そうな表情をする。

型はめ遊びでは、支援者が型をわたすとき、型を片手に握っ
て「どっちだ？」というと、興味深そうな表情。Ａが手を伸ば
したとき、「こっちー」と支援者が言いながら型を見せると笑
顔で型をとる。この遊びを繰り返し行うと、Ａは「こっちー」
と自分から声を出した。A はプレイコーナーで支援者の働きか
けに応答し、何度も視線が合う場面がみられた。机について行
う活動では頻繁な言語活動が認められた。また、一緒にいる他
者に要求を伝えることがとても上手になっている姿があった。
また、自分の要求することと異なる行動をした他者に対して意
志を伝えるような姿が見られた。

　A はプレイマットで支援者の働きかけに応答する時、何度も視線が合う場面がみられた。机につい
て行う活動では頻繁な言語活動が認められたが、このセッションでは、特に、A の表情が豊かになっ
たことが認められた。エピソードにあるように、自分の要求（「きみどりという字を描いてほしい」）が
伝わらないという思いを困惑した顔で訴え、支援者が母親に助言を受け、A が支援者にやってほしかっ
た思いをわかってもらえたことの嬉しさを表情で表現する場面が見られた。ASD 児においては、その
表情の乏しさから、他者に自身の感情を分かってもらう経験が希薄であるということが指摘されている

（菊池・古賀 , 2001）。このような他者に自身の要求を理解してもらえた経験は他者に対する信頼感を醸
成することにつながると考えられる。母親との面接からも、家でも、父親や母親とのやりとりを通して、
こうした場面が多くみられるようになったということが語られた。家庭では、もっと頻繁に母親に様々
な要求をしてくいるということであった。母親は A がこうしたかかわりができるようになったことを
心から喜び、A とのかかわりを楽しんでいるような様子だった。A が身近な大人との具体的なかかわ
りの経験の中で、確実に社会性の発達が促されていると考えられた。
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幼児期の自閉スペクトラム症児及び家族への支援のあり方―早期支援プログラムAPPLEの実践をもとに―

【♯ 8 （3 歳 8 か月）】

プレイルームで遊ぶ A に支援者が「お絵描きする？」と聴くと、「いや」「はらぺこあおむし」とはっき
り答える。＜はらぺこあおむし＞の絵本を出すと、あおむしの人形を手に取り、生き生きとした表情で絵
本をみる。支援者は A の前に座り、A が開いたページを一緒に見た。食べ物のページになると、穴にあお
むしを通す遊びを支援者とする。これまでも何度か、大型絵本で遊んできたが、この日は、絵本にでてく
る食べ物の名前をすべて言う。Ａは支援者がいることを意識しながら言葉を発しているようにも見えた。
また、いつもの遊び（玉や車をころがす遊び、型はめをする遊び、シャボン玉等）においても、支援者か
らのかかわりに応じたり、視線を合わせたりするだけでなく、支援者の言葉がけに反応した声を出していた。
また、支援者に自分から要求をするときも、顔を見て表情豊かに「やりたい」という意思を伝えてくれて
いるようだった。A が、道路の絵本を開いて、その絵本についている小さな車を走らせて遊んでいるとき、
支援者も、車のおもちゃを持ってきて走らせると、ちらっと支援者を見て、続けて車を走らせていた。そ
の後、A は自分の手に持てるくらいのトラックのおもちゃを棚から取って、プレイマットの上を走らせた。
その範囲はどんどん広がって、今度は自分も横になって、トラックと一緒に走るように遊ぶＡ。支援者は
しばらく A の遊びを見守った後、「アンパンマン、のせて」と荷台にアンパンマンのぬいぐるみを入れると、
ぬいぐるみをじっと見て、また走らせる。A が立ち上がった時、支援者が、「これもどうぞ」とトラックに
のせるようおもちゃをわたすと、Ａはそのおもちゃを手に取り荷台にのせてくれた。そして、また、トラッ
クの横にねころび、遊ぶＡ。この遊びを楽しんだＡは、「お母さん」といいながら母親のもとにかけよった。
まるで、母親にトラックでいっぱい遊んだことを伝えにいったようにも思えた。

おやつタイムでは、言葉がたくさん言えるようになったという驚きと A の成長の喜びを母親と支援者で
分かち合った。その中で「お母さん」とはっきり言って母親にかけよっていた A の姿に感動したことを伝
えると、母親から、最近、「お父さん」も言えるようになり、保育園の友人の名前も覚えたという。母親が、
Ａに、支援者と母親の面接をしていた別の支援者の名前を教えると、「〇〇先生」「△△先生」と指さして
名前を言った。

　このエピソードにあるように、A は、支援者の言葉がけを聞いて、自分の意志を言葉で伝えること
ができた。これまで、A の「いや」の表現は、支援者が「ちょうだい」と言った時に、手をはらいの
けることや逃げるといった行動で表現していたが、この日は「いや」と言葉ではっきり言うことができ
た。これは、支援者の言葉を理解し、それに応答する言葉として発したものであり、A の言語的コミュ
ニケーションの力が形成されたことによるものだと考えられる。また、支援者と A の好きな遊びを介
して遊んでいる場面では、Ａの覚えた言葉（乗り物、食べ物、形、色等の名前）をたくさん発していたが、
エピソードにもあるように支援者の言葉がけや支援者のかかわりによって、言葉を発していた。これは、
Ａが、他者と一緒に遊んでいるということを意識し、その人と楽しい遊びを共有したいという気持ちを
もっているからではないかと思われた。また、支援者が、トラックの荷台にぬいぐるみを乗せた行動を
見た後に、支援者からの言葉がけと働きかけを理解し、行動した姿からも、他者の意図することを理解
できたと思われた。DSM-5-TR における ASD の診断基準の中には想像上の遊びを他者と共有すること
の困難が挙げられているが（American Psychiatric Association, 2013）、A のこうした行動は、想像上
の遊びを他者と共有することの芽生えであり、A のコミュニケーションや社会性が育まれていること
を感じさせるエピソードである。そして、A は、トラックと一緒に自分も走るという遊びを楽しんだ後、

「お母さん」と言って、少し離れた位置にいる母親のところにトラックをもっていた行動は、Ａが母親
に「楽しいよ」という気持ちを共有したいからではないかと思われる。このエピソードも上述したよう
な、叙述的な共同注意行動であり、それを言語的に表現したものだと考えられる。これも普段の家庭の
関わりにおいて、母親が A の要求や欲求を満たす関わりを継続していることが、A の叙述的な共同注
意につながっていると考えられる。
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５　総合的考察
本研究では、ASD の診断を受けた子どもとその母親を対象に、自閉スペクトラム症幼児を対象とし

た早期支援プログラムである APPLE を実施した結果をもとに、幼児期にある自閉スペクトラム症とそ
の保護者への早期支援のあり方を検討した。1 年半にわたって 8 回の APPLE のセッションにおけるエ
ピソードをもとにし、APPLE の効果を多角的に考察する。

APPLE の構成要素「Play and social development」では、子どもの好きな遊びによりそいながら、
人とのかかわりや社会性を育むためのかかわりを行っていくプログラムである。本プログラムの 8 回の
実践からも、ASD 児の発達初期の課題における「人とのかかわり」や「社会性」の発達を促すためには、
まず、第一段階として、支援者が子どもの好きな遊びや活動を尊重する姿勢を保持することは基本的な
かかわりとなると考えられる。そのために、対象児が好きな遊びや活動に取り組むための物理的環境を
整備しておくことが重要であると考えられた。こうした遊びの環境を整備する際は、本プログラムで実
施したように、家庭や保育所からの情報をもとにすることで、子どもの興味・関心にあった玩具、得意
とする活動を準備することが有効であることが示唆された。さらに、支援者と母親との面談を行ってい
る同じ部屋で、Aとのかかわりを行うという環境がAに安心感を与えることに寄与した点も重要である。
このような環境において、A は自己発揮しやすい状況が提供され、人とのやりとりを生むための意図
的な関わりを通じて、他者を意識し、その介入を受け入れる姿勢が確認された。支援者が A の遊びを
見守り、応答的な環境を整備することで、信頼感が醸成され、共同注意行動の頻発とそれに伴う言語活
動の活発化が見られた。また、「Learning from children」は、支援者が子どもの姿から学び、支援の方
法を柔軟に適応させていくことを重視している。本研究においては、母親や共同研究者を含めたチーム
で A の発達や願いを共有しながら、子どもにとって最適な環境や支援方法を模索する過程が大きな意
義を持った。このように、支援者が子どもから学ぶ姿勢を持つことは、子どもの最善の利益を保障する
ために不可欠である。

次に A の母親への面接を並行して行うことの有効性について考察をする。APPLE では「Parental 
support」を構成要素の一つとしてかかげている。本事例において、母親との面接を行った支援者は、
以下の 3 点を意識しながら母親との面接を行った。まず 1 点目は、A の社会性の発達の様相について
伝えるということである。APPLE の取り組みでは、SCERTS プログラムにおいて用いられるアセスメ
ントである SAP-R を用いて、A の社会性の発達を継続的に捉えている。この継続的な面接によって、
A の現在の社会性の発達について前回の面接との比較から伝えることができる。A の社会性の発達の
変化は母親によって日常的に目の当たりにされているものではあるものの、普段の生活の中では意識す
ることが難しいことでもある。A の社会性の発達について、支援者から SAP-R の聴取内容をもとに明
示的に伝えられることで、母親は A の社会性の発達をより意識することができたと考えられる。次に
2 点目として、プログラムの中で見られる A の行動や A との関わりを行った支援者が A に対して行う
働きかけの意味を解説することである。例えば、A が示した要求の行動は、玩具と母親を同時に注目
していなければ成立しない行動であるといった点や、完成したパズルを A が母親に見せに来た行動は、
母親と興味や関心を共有したい行動の現れであるといった点について本プログラムでは解説を行った。
このような A の行動に対する解説や支援者の関わりのねらいの説明は、母親の普段の A に対する関わ
りに対して指針を与えると考えられる。すなわち、A が普段の生活の中で見せる共同注意をはじめと
する他者を意識した行動に対する母親の意識を高めるとともに、母親における A の共同注意の成立を
促すような関わりを促すと考えられる。最後に 3 点目は、母親の日常的な関わりに対して肯定的なフィー
ドバックを行うことである。面接の中で、母親が普段の関わりについて語った際に、その関わりが肯定
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的なものであると思われた場合には、そのことを積極的に母親に伝えた。このような肯定的なフィード
バックは母親の A に対する関わりをエンパワメントすると考えられる。

本研究は、2 歳 0 カ月で ASD 児の診断を受けた A を対象に、診断直後から APPLE のプログラムの
導入した事例である。APPLE の構成要素である「Early Support」では早期支援を強調しているが、本
研究において、ASD の早期支援においては、ASD 児の支援と並行して家族への支援が行われることが
必要不可欠であることが示唆されたと考える。

６　まとめと今後の課題
本研究では、APPLE の実践を通じて、ASD 幼児の社会性の発達や人とのかかわりの変化に着目し

て考察を行った。A の発達は、本プログラム単独の成果ではなく、家庭における母親や父親といった
信頼ある大人との受容的なかかわりの積み重ねにもよるものであることが確認された。これを支援者が
家族と共有し、共に支援を進めることが本プログラムの意義であるだろう。

幼児期の ASD 児およびその家族への支援において最も重要なことは、子どもと家族への支援を並行
して行い、家庭が子どもの発達の場として機能するよう支えることである。そのためには、支援者が
ASD 児の発達の姿や早期支援のポイントを的確に把握し、家族に分かりやすく伝えることが求められ
る。同時に、家族が抱える困難を理解し、心情に寄り添った支援を行うことも重要である。

今後の課題としては、APPLE で得られた成果を地域社会や現場で活用するための具体的な方法の検
討が挙げられる。特に、児童発達支援センターや保育所、幼稚園などで共有できる教材や研修プログラ
ムの開発が必要である。また、APPLE の長期的な効果を追跡する研究や、異なる背景を持つ家族への
支援モデルの開発も課題として残されている。

本研究の成果が、ASD 児とその家族への支援の質の向上に寄与し、より多くの家庭が適切な支援を
受けられる体制の構築につながるために、今後も研究を継続していきたいと考える。

付　記
　本研究にご協力いただいた A 君と A 君のお母様に深く感謝いたします。なお、本研究のデータの一
部は、日本乳幼児教育学会第 33 回大会及び、日本特殊教育学会第 62 回大会で発表したものです。
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Support for Children with Autism Spectrum Disorders and
 Their Families in Early Childhood: Based on the Practice of 

the APPLE Program
Abstract
In recent years, early support for preschool children with autism spectrum disorder (ASD) has been 
the focus of social attention. In this study, we report the results of an early support program, APPLE, 
for one preschooler with ASD. As a result of the implementation of this program, it was confirmed 
that the joint attention behavior and verbal behavior of the child who participated in the program 
became richer. In the future, it is necessary to verify the effectiveness of the APPLE program by in-
creasing the number of children participated in this program.


